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業績予想の修正ならびに特別損失の計上に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ令和７年２月 10 日に公表いたしました令和７年３月期の業績予想につきまして、

以下のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

令和７年３月期 通期連結業績予想の修正（令和６年４月１日～令和７年３月 31日）       単位：百万円 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

1 株 当 た り 

当 期 純 利 益

（ 円 銭 ） 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）   100,000 2,500 2,000 1,000 29.71 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）   102,000 3,000 2,900 2,200 65.35 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）   2,000 500 900 1,200 ― 

増  減  率 （  ％  ）   2% 20% 45％ 120％ ― 

（ご参考） 前期実績 

（令和６年３月期通期） 
99,941 3,672 3,161 1,115 33.19 

 

（業績予想修正の理由） 

 当社の主力であるモビリティ事業にて、インドを中心に期末需要が想定以上に伸びたことに加えて取引価格の適

正化が実現したこと、また、主要通貨が想定よりも円安に推移し商社事業の収益改善が進んだことから、通期連結

業績予想を上記のとおり修正いたします。 

 特別利益及び損失においては、投資有価証券の売却による特別利益として 20 億円、後述の減損損失による特別

損失として 18億円を計上する予定です。 

 なお、配当予想に変更はございません。 

 

（特別損失計上の理由） 

 当社が保有する一部の固定資産について、現在の事業環境を踏まえて将来の回収可能性を検討した結果、「固定

資産の減損に係る会計基準」に基づき減損損失を計上する見込みです。この減損処理に伴う特別損失は連結決算で

18億円、単体決算で 6億円を予定しています。親会社のほか、中国子会社にて減損損失を計上する予定です。 
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